
令和5年(2023年)喫煙率調査結果報告

当施設において令和5年に健診を受けた11,372名を対象に喫煙調査を行ったので報告する

■令和5年健診受診者数及び喫煙者数

■全国喫煙者数割合、男女別喫煙率の経年比較

当施設受診者の喫煙率は20.3％で全国と比較して4.2％高い

特に男性喫煙率については、全国平均との差が8.2％と依然高い傾向がある

前年度喫煙率と比較したところ明らかな差はみられない

■たばこ種類別割合

紙巻きたばこが減少し、加熱式たばこと両方の割合が増加した

■まとめ

令和5年健診者の喫煙率について、前年同様全国平均を上回る結果となった

種類別割合と合わせると、加熱式たばこの普及により喫煙できる機会・場所が増えたこと

加熱式たばこが喫煙によるリスクを軽減できるといった誤った考えにより、禁煙への意欲

が減少している可能性も考えられる。引き続き詳細な要因について調査を継続していく

引用文献）2022年国民生活基礎調査

人数(名) 全体 喫煙者 非喫煙者 喫煙率(%)

全体 11,372 2,314 9,058 20.3%

男 5,513 1,850 3,663 33.6%

女 5,859 464 5,395 7.9%


